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近年，COPDの病態についての理解が進み，発症における肺の発育障害の関与が指摘
されるようになり，日本呼吸器学会の『COPD（慢性閉塞性肺疾患）診断と治療のための
ガイドライン2018 第5版』において，COPDの定義から炎症の文字が消えた．実際，
COPDの薬物療法の主体は気管支拡張療法であり，抗炎症薬である吸入ステロイド薬
（ICS）は，本ガイドラインでは喘息病態合併症例に限定して推奨されている．しかし最
近になり，長時間作用性抗コリン薬（LAMA），長時間作用性β2刺激薬（LABA）および
ICSの配合剤である，いわゆるトリプル製剤が発売となったことで，COPDに対する
ICSの適応に関する議論が再び活発化してきている．本書でも，COPDにおけるICSの
位置づけや適応の考え方について取り上げて詳しく解説している．
さて，本書は，「呼吸器疾患診断治療アプローチ」シリーズの最後の一冊として発刊

に至った．本書を心待ちにしていた読者の皆様のもとに届けることができたことは無類
の喜びである．COPDの各領域における第一人者の先生方にご執筆いただき，「COPD
の疾患概念・定義と疫学」，「COPDの病態」，「合併症と併存症」，「検査・診断・評価」，
「安定期の管理」，「増悪期の管理と増悪予防」，「教育・指導，病診連携」の領域を網羅
しており，これまでの国内外の専門書と比べても類を見ない非常に充実した内容となっ
ている．そして，何よりも，手にとってページをめくっていただくと即座に実感できる
のが，図表を多用した，カラーで視覚的に理解しやすいフォーマットになっていること
である．さらに，本書の特筆すべき点は，Column，Mini Lecture，Debateの数がこの
シリーズの中でも突出して多く，Column 18本，Mini Lecture 11本，またProsとCons
に別れてのDebateが2本，あわせて31本のテーマで執筆され，各所に散りばめられてい
る．興味を引くテーマが目白押しで，いずれも気軽に読むことができ，本文の理解のた
めの一助となるものと考える．医学生や臨床研修医，ならびに呼吸器専門医を目指す若
手医師から専門医まで，さらには一般医家や医師以外の医療従事者の方々にも広く本書
を活用いただき，COPDについての基本を学び，加えて学術的，先進的な内容，そして
臨床現場での課題など幅広い領域についても理解を深めていただきたいと願っている．
最後に，本書の発刊にあたり，専門編集の機会を与えていただきました京都大学名誉

教授の三嶋理晃先生，私の無理な注文に応え素晴らしい原稿を書き上げてくださった執
筆者の先生方，そして企画編集において素晴らしいサポートをいただいた中山書店編集
部の皆様に深謝したい．本書がCOPDの診療の向上と今後の臨床研究の発展に大いに
資することを願ってやまない．
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金子　猛
横浜市立大学大学院医学研究科 呼吸器病学 主任教授
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